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従来1日1～2回の注射が必要であった基礎インスリンの補充が、アウィクリ®注の登場により
週1回の投与で効果が期待できる画期的な注射薬です。

ゆっくりと長期間にわたって作用するため、週1回の投与で持続した効果が期待されます。

毎週同じ曜日に皮下注射してください。
（※注射する時間は、ずれていてもかまいません）

＜編集後記＞
ついに週1回のインスリンが発売されました！
新発売のくすりのため、長期処方は来年2月からと
なりますのでお知りおきください。
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アウィクリ®注の作用

注射のタイミング 低血糖

投与後2～4日間に低血糖が多く認め
られました。

注射する単位は自己判断せず、
必ず主治医の説明に従ってくだ
さい。

アウィクリ®注が適する患者さん

・インスリンを毎日打ちたくないと拒否していた方
・介護者（訪問看護・家族）による、毎日の注射が困難な場合
・できるだけ注射の回数を減らしたい方･･･など

世界初！週1回投与の持効型溶解インスリン製剤
「アウィクリ®注フレックスタッチ」


